
　

俳　

句	

玉
井
北
男　

選

蝶
と
ま
る
驟
雨
の
あ
と
の
水
た
ま
り	

岡
田
久
夫

夏
旺
ん
度
忘
れ
多
く
な
り
に
け
り	

高
橋
和
子

は
な
や
か
に
炊
き
上
が
り
た
る
茸
飯	

伊
藤
つ
む
ぎ

あ
れ
こ
れ
と
目
を
奪
は
る
る
曝
書
か
な

	
藤
崎
　

泉

町
中
が
祭
り
の
顔
と
な
り
に
け
り	

山
内
清
和

今
朝
秋
の
水
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
顔
洗
ふ	

柳
瀬
清
子

空
蝉
の
葉
裏
に
風
を
ふ
ふ
み
ゐ
る	

八
木
玲
子

旅
終
へ
し
ひ
と
り
の
夜
の
ち
ち
ろ
か
な		
	

	

青
野
よ
し
え

　

川　

柳	

山
之
内
さ
ち
枝
選

声
高
に
平
和
を
謳
う
原
爆
忌	

宇
髙
瑞
子

夕
涼
み
今
川
柳
に
有
頂
天	

杉　

シ
ズ
子

握
っ
た
ら
握
り
返
し
た
細
い
腕	

近
藤
和
子

母
看
取
る
わ
た
し
に
エ
ー
ル
蝉
し
ぐ
れ

	

日
野
淳
子

人
の
道
升
で
量
れ
ぬ
幸
せ
度	

黒
河
ヨ
ネ
子

髪
カ
ッ
ト
し
て
さ
わ
や
か
な
風
に
な
る		

	
	

小
島
文
子

ま
だ
弱
音
は
く
ま
い
足
も
手
も
動
き	

岡
田
キ
ミ
子

人
の
裏
見
過
ぎ
た
眼
鏡
く
も
り
だ
す	

藤
田
む
つ
子

　

短　

歌	

田
坂　

幸　

選

夜
の
川
に
流
す
灯
籠
幾
百
は

	

風
を
受
け
つ
つ
片
寄
り
て
ゆ
く	

猪
川
ヨ
シ
子

終
戦
日
戦
火
に
散
っ
た
兄
偲
び

	

遺
影
に
語
る
灯
火
ゆ
れ
つ
つ	

越
智
ゆ
り
子

犠
牲
者
の
無
念
の
声
か
と
思
は
る
る

	

雷
鳴
激
し
終
戦
記
念
日	

一
色
幸
子

帰
省
せ
し
孫
ら
去い

に
た
る
広
き
部
屋

	

夫
と
夕
餉
を
黙
し
食
み
お
り　
　
　
　
　
　

	
	

	

小
笠
原
美
弥
子

転
勤
す
る
教
師
に
送
る
寄
せ
書
き
の

	

最
後
に
児
ら
は
頑
張
れ
と
書
く	

原
田
富
美
子

遠
雷
の
響
き
に
さ
へ
も
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

	

埋
め
た
る
胸
を
両
手
で
お
ほ
ふ	

広
田
シ
ゲ
ノ

御
城
下
の
朝
市
隈
な
く
見
て
歩
き

	
土
佐
の
包
丁
手
に
と
り
試
す	

浅
木
紀
美
子

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
歌
多
き
今
朝
の
歌
壇

	

十
首
の
中
に
十
種
の
想
い	

近
藤
妙
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　
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外国語指導助手
アレックス・
　　ブレイクビルさん

私は西条市のＡＬＴ(外国語指導助手)、アレック

ス・ブレイクビルと申します。２年前、中学校と小

学校で英語を教えるために西条市に来ました。

　アメリカのアトランタで生まれて、18歳まで住ん

でいました。ニューヨーク大学で財政学を専攻して卒業しました。

　なんとなく昔からずっと日本に興味があり、高校生のときには合気道をしていました。

しかし来日する前は、まだ不思議な国でした。文化や生活習慣など分かりませんでした。

日本に来て、だんだん日本に慣れています。

　今、飯岡公民館で居合道と剣舞を習っています。最近は囲碁も勉強しています。他の趣

味は本を読むこととフリスビーをすることです。

　西条の夏は大変暑いですが、人も親切だし、景色もきれいなので、私は西条を楽しんで

います。残りの一年でいろいろな経験をしながら、もっと楽しみたいと思っています。
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